
前回は京都市東山区と、金沢市の無電柱化の事例をピックアップしました。今回は
前回に引き続いて、京都における無電柱化を取り上げたいと思います。歴史的景観を
数多く残している京都では、無電柱化に限らず、建物の高さ制限などの条例でも景観
を保持しようという動きが盛んです。そんな大空広がる美しい京都をぶらりと散策してみ
ましょう！

「私達」が住む日本の空を、「私達」が美しい空へ変えましょう！
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【特集】
歴史的景観を守ろう ～京都の無電柱化事例～

ここは、京都市東山区の河原町か

ら鷲尾町を通る「ねねの道」です。豊

臣秀吉の正室にちなんで名前がつけ

られました。

右と左の写真の違いがわかります

か？そうです。電柱が取り払われてい

ます。京情緒を味わうことのできるよう、

道路景観整備について地元住民が要
望した結果、｢過去から未来へと、さらに
新しい歴史を積み重ねるような質の高い
道路修景｣を基本理念に、｢街並みの重
視、ヒューマンスケールサイズ、調和｣を目
標に、平成7年度より電線地中化の工
事に着手し、電柱約20本を撤去して八
坂の塔も望む美しい景観が創出されまし

八坂通り周辺は八坂の塔を中心に、
古い家が軒を連ねた情緒ある風景に
出会うことができます。右と左ではアング
ルが正反対ですが、左は八坂の塔前か
らの写真で、電線の地中化が行われま

前回も紹介した花見小路です。2002

年１月、この花見小路に、電線の地中

化と御影石による石畳の舗装が完成し、

通りのイメージが一新しました。かつてア

スファルトの電柱がたち、よけながら

歩かなければならなかった通りは非常
に歩きやすくなりました。
右の蜘蛛の巣のような電線はいっさ
い地下に埋められ、京都の古い町並
みを取り戻しました。

塔ですが、まだ一部電線が残っています。

歴史的景観を保持するためにも、電線

の地中化が今後よりいっそう重要な活

before



  

☆セミナー開催します☆ にあたってのプロセスなどお伺いします！

２００９年２月１９日（木） 当日は16時45分より受付開始、19時終了
総合地所株式会社 です。また19時30分より懇親会を予定して
分譲事業部門　大阪戸建事業部おりますのでぜひともお越し下さい！！
課長　片山　長夫　様をお招き お待ちしております！！
しセミナーを行います！！ 詳細は当NPOホームページ
民間企業の無電柱化！！！ http://nponpc.org/top.aspx　

苦労した点、無電柱化する をご覧ください。

当ＮＰＯのHP（ホームページ）でも、最新情報を詳し
く載せていきますので、ぜひこちらへもアクセスして
ください！

http://nponpc.org/top.aspx

無電柱化事業は、

・安全で快適な通行空間の確保
・都市災害の防止とライフラインの安全性・信頼性の向上
・都市景観の向上
・高度情報化社会への対応

などの観点から、行政・企業・市民のパートナーシップにより良好な生活空間
の創造に向けて取り組んでいるものです。

電線類の地中化事業は昭和６１年度からスタートし、幹線道路に加え景
観の保全・

再生が望まれる主要な地域において実施しており、全国で実に約

3,400kmの地中化が達成されているんです。

平成１１年度からの事業計画では、歴史的町並みや昔ながらの景観の保

全のため、またバリアフリーな都市環境を目指すべく、その活動は全国の都

道府県に広がっています！

日本中の街から電線
がなくなる日が待ち遠
しいですね！

総務省によると、2000年度以降、全国で電柱が計４５本が折れるな
どし、うち４件でけが人が出ました。このうち０５年５月に東京都内で起き
た事故では電柱上で作業中の男性が転落、両足と両手を骨折する重
傷を負ってしまいました。

主な原因は、雨水がしみ込んで内部の鉄筋が腐食していたことです。

やはり無電柱化すべきすよね。

電柱はこんなに危ない！！

京都市は、古都の景観を改善し観光振興を図ろうと、無電柱化の

規模を広げてきています。

また、京都を訪れる観光客は、地中化事業が始まった04年の4554

万人から年々増加し、07年は4944万人にまで増加しました。
電線の地中化は地域活性化に大きく貢献できる事業なのです。さら

に観光客の増加は街に活気を与えます。

そして観光客の消費行動から地元産業が潤います。

そこで創出された税金が地域を活性化させ、住民の

暮らしを豊かにします。このサイクルを生み出す力が

無電柱化事業にはあるのです。

しかしながら、京都にあるすべての電線を取り払った

わけではありません。京都の良さをよりいっそう引き出

すために、無電柱化をいっそう推進していくことが求め

られます。

さらに、その活動を全国の市民の

みなさんに知ってもらうことで、少し

でも無電柱化が進み、街や歴史的

景観が保持できるといいですよね。

http://nponpc.org/top.aspx　#

